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鎌倉市は持続可能な開発目
標（SDGs）の達成に向けた
取り組みを推進しています。

科学的アセスメントの実施
と丁寧なフィードバック
で、子どもが自分のユニー
クな学びの特性に気付く
きっかけをつくります。

「正解」も「時間制限」もなし！　鎌倉の
豊かな森や海をテーマに、自分らしい学び
方を自由に試しながら学んでいきます。疲
れたら休んでも大丈夫。自分のペースで。

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

多
様
な
能
力
や
特
性
、
興
味
な

ど
を
引
き
出
す
「
個
別
最
適
な

学
び
」
の
実
現
に
日
々
挑
戦
し

て
い
ま
す
。一
方
で
、学
び
た
い
、

何
か
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
け
れ
ど
、
学
校
で

の
学
習
に
な
じ
め
ず
、
不
登
校

や
、
休
み
が
ち
に
な
る
な
ど
、

学
校
に
通
う
の
が
つ
ら
い
と
感

じ
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
鎌
倉
な

ら
で
は
の
資
源
・
場
を
活
用
し

て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の

特
性
に
応
じ
た
豊
か
な
学
び
を

提
供
す
る
「
か
ま
く
ら
Ｕ
Ｌ
Ｔ

Ｌ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
昨
年
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

漁
師
や
僧
侶
、
シ
ェ
フ
な
ど
普

段
学
校
の
教
室
に
は
い
な
い

人
々
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
い
学
び

方
に
気
付
き
、
力
を
発
揮
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
好
奇
心
や
情

熱
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
、自
信
と
意
欲
を
も
っ

て
自
立
し
て
い
く
基
礎
を
育
む

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

プログラムで学んだこ
とを作品や音、言葉、
絵、身体など自分に
合った方法で表現。学
ぶ喜びや意欲につな
がっていきます。
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さまざまな大きさの太鼓で、
自分にフィットするリズム
と音を見つけていきました。

１日目

3日目

さまざまな食材で海藻の美しさを引き立て
る盛り付けデザイン、サラダに合うドレッ
シングを考えて調理し、名前を付けました。

多種にわたる海藻の姿や味、食感を
実際に比べて分析し、海藻の正体に
迫りました。

リズムをテーマにした身体活動、竹を使った楽器作りと演奏などを通じて、目
には見えない身体・心・自然の変化を探究する

「学びのポートフォリオ」で自
分を知ることから、プログラム
がスタートしました。

腹が立ったり据わったりするのはなぜか、
座禅を通して腹と心の不思議な関係を探り
ました。

身体一つでどれだけ多くの動きが創れる
か、忍者やネコなどに変身して体感しました。

開催中の「森の映画祭」や北鎌倉ゆかりの監督・小
津安二郎について説明を受けた後、民族楽器を描い
た映画『大海原のソングライン』を鑑賞しました。

自作のお面を付け、竹楽器や太鼓で「森
の映画祭」の音をみんなで奏でました。

２日目に制作した竹楽器
を使って自分の音を出
し、発表し合いました。

実際の魚や標本に触れながら、世界に生息
する多種多様な魚の特性を学びました。

3 日目

ここに来て気持ちが安らぐ、というよう
な、言葉を超えた場の力や数百年前の先
人の思いを感じて、何かにつながれば嬉
しく思います。

朝比奈惠
え
温
おん
さん

（浄智寺住職）

私も不登校の経験があります。その経験
は自分の視野を広げて人生を豊かにして
くれました。焦らずプラスに捉えて、い
ろいろな学びを知ってほしいです。

岡　博
ひろ
大
もと
さん

（NPO法人湘南遊
ゆう
映
えい
坐
ざ

理事長）

１日目

■ 同世代の子と話したり網を引いたりできて、楽しかった。（参加者）
■ 疑問を問いかけたら「こうじゃない？」と応えてくれる人が何人もいて楽しかった。（参加者）
■ ありのままで学べることで子どもに自信がつき、挑戦する意欲が出てきた。（保護者）
■ 外に出て大人や子どもと関わることができただけでも、大変ありがたく思う。（保護者）

at 浄智寺

　参加者は、プログラムの最初に「学びのポートフォリオ（分析シート）」を使って、
自分の中にどんな力が眠っているか、思考や好奇心のスタイルにどんな傾向が
あるか、などを知ることから始めます。その上で、自分の特性を生かした学び
方を工夫して、さまざまな分野の専門家のULTLAナビゲーターと共に、自分ら
しい学習を進めていきます。

森のプログラム

網の仕掛け方、引く力加減などを漁師さ
んから教わりながら、地引網を体験しま
した。

魚たちから命のバトンを受け取り、魚を
おいしく食べるため、寿司のシャリ型を
デザインしました。

まかない丼を食べ、命の循環を感
じながら、漁師さんの海や仕事へ
の思いを聞きました。

デジタル技術を駆使し、３Ｄプリ
ンタを使ってシャリ型を作る作業
に没頭しました。

2 日目2日目

竹の種類・性質・構造などを、実際に生
えている竹を観察しながら学びました。

竹がどんなものに変身しているか、広
い境内で探してみました。

竹がさまざまな種類の楽器に生まれ変
わりました。

「森の映画祭」を盛り上げようと、創意
工夫して竹で楽器を制作しました。

プログラム当日の様子は、
鎌倉市教育委員会noteでも
公開しています！

ご覧ください！

自分をいろいろな環境に置いて、可能性
を広げてほしいです。試行錯誤しながら、
マイペースに自分の道をひらいてほし
い、と願っています。

福本理恵さん
（株式会社SPACE代表）

音楽を奏でる時のように、自分のリズム
を大切にして自分らしさを開花させなが
ら、人とダイレクトにつながり社会と調
和するきっかけになれば、と思っています。

贄
にえ
川
かわ
治樹さん

（WCP公認心理療法家）

魚はよく取れる時と、全然取れ
ない時があります。それと同じ
で、若い頃勤めた会社でも厳し
い時がありました。でも、ずっ
と続くわけじゃない、嬉しい時
も来ました。いい時も来るよ、
と子どもたちに言いたいです。

加藤彰一さん
（漁師）

シャリ型に込めた思いや設計図を描いて、実際に寿司を作
りました。

シャリ型を使って実演しながら、家族や参加者
にプレゼンをしました。

思いの詰まった、世界で唯一のシャリ型ができました。

「学びのポートフォリオ」で自分
を知ることから、プログラムが
スタートしました。

　
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
と
き
に
褒
め
ら

れ
ま
す
か
。「
他
の
人
と
同
じ
こ
と
」

が
で
き
た
と
き
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。
で
も
ね
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
皆
さ
ん
が
大
人
に
な
る

と
、
今
度
は
「
あ
な
た
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
は
、
何
で
す
か
」
と
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
学
校
に
行
き
づ

ら
い
と
感
じ
る
自
分
の
特
性
が
嫌
だ

な
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
そ
れ
は
、
自
分
が

他
の
人
と
は
違
う
何
か
を
持
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
持
つ

個
性
・
特
性
や
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
―

―
そ
れ
こ
そ
が
、
大
人
に
な
っ
た
時
に

求
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
特

性
は
自
分
だ
け
が
持
っ
て
い
る
宝
物

だ
、
と
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
大
人
に
な
っ
た
時
、学
ぶ「
内
容
」は
、

選
べ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。例
え
ば
、

接
客
が
好
き
で
カ
フ
ェ
を
開
い
て
も
、

会
計
を
学
ば
な
い
と
店
の
経
営
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
学
ぶ
内

容
が
選
べ
な
く
て
も
、
選
べ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
学
び
方
」で
す
。

　
ど
う
や
っ
て
学
べ
ば
自
分
ら
し
く
、

楽
し
く
、
快
適
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

か
。
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｌ
Ａ
で
得
た
ヒ
ン
ト
を
、

ぜ
ひ
普
段
の
居
場
所
で
も
試
し
て
、
自

分
を
発
揮
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

番外編

ULTLA は自分だけのユニークな学び方を知り、「らしさ」を発揮する方法を学ぶ場所 進メ、
鎌倉ペンギン

「Society5.0」の時代を
しなやかに泳ぐ子どもたちを育む
鎌倉市教育委員会

岩岡教育長から子どもたちへ
（ULTLAで寄せたことば）

ULTLAナビゲーターの思い

ULTLAナビゲーターの思い

参加者・保護者の声

海のプログラム �カヤック（ぼくらの会議棟）
由比ヶ浜海岸

専門家によるワークショップ、地引網体験や地元漁師の話などを通して、
海や海藻・魚などの生き物の多様性や命を感じ、「生きる」を考えるat� 

自分の特性を知り、鎌倉という地域の特性や
資源を生かした学習で、自分らしい学びを進める

学びのポートフォリオ（株式会社SPACE提供）▶
教育センター☎61-3809

私たちは、3Ｄプリンタなどの
テクノロジーを使ったものづく
りを得意としています。子ども
たちが、自分の感覚を大切にし
て、「つくる」を通して自分ら
しく前に進む力を感じられたら
嬉しいです。

渡辺ゆうかさん
（ファブラボ鎌倉
代表）

普段あまりなじみのない海藻を
選んで調理や食べ方を紹介しま
した。子どもたちは柔軟に受け
止め、考えや感想を率直に声に
出し、選ぶ食材にも好き嫌いや
個性が出て面白かったです。今
後も食育に関わりたいですね。

石坂秀
しゅう
威
い
さん

（シェフ）

■ 自分の学び方のクセを知って、「自分の取り扱い方」が分かった。（参加者）
■ 周りの友達と活動して仲良くなったし、発見もあった。楽しくて仕方がない。（参加者）
■ 意欲が高まってきたようで、学校に行くようになった。（保護者）
■ 朝から夕方まで、久しぶりに何かの活動ができた。楽しかったようだ。（保護者）

講座「十魚十色！ギョッ
とする魚たち」の映像は
印象的だったようです。

どなたでもご相談ください

　不登校の児童・生徒が、在籍校に籍を置きながら通室してい
ます。学習支援や小集団活動などを通して、学校生活や社会生
活に適応できるよう支援しています。ものづくり、スポーツ交
流会、自然体験教室なども行っています。利用は、まず在籍校
に相談を。その後、教育センター相談室で一緒に通室を検討し
ます。

■□教育支援教室「ひだまり」　子どもに優しさとしなやかさを育むには、さまざまな経験や人の
温かさに触れることが大切です。また、思い通りにならない経験を
力に変えるには、多くの支えが必要です。自分の中で悩みが抱えき
れなくなり、一日の始まりがつらくなってしまう前に、あなたのお
話を聞かせてください。
　教育相談員が、小・中学校の登校しぶり・不登校など、保護者や
本人からの学校生活に関する相談を電話で受けます。
　月～金曜日の平日…9：00～17：00

☎24-3386・3495

　県と民間団体の協働による情報サイトです。
不登校支援などについて掲載されています。

■□情報サイト「キミイロ」

■□教育センター相談室

参加者・保護者の声

撮影時のみマスクを外しています

撮影時のみマスクを外しています

感染症対策を講じて開催しました。
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公
用
車
に
掲
載
す
る

広

告

を

募

集

　
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
軽
自
動
車
の

後
方
ド
ア
両
側
面
に
、縦
40
㌢・

横
90
㌢
の
広
告
を
特
殊
フ
ィ
ル

ム
で
貼
り
ま
す
（
写
真
）。

掲�

載
期
間
…
６
月
１
日
か
ら
１

年
間

掲�

載
費
用
…
１
組
（
５
台
）
１０

万
円
（
先
着
順
。
た
だ
し
、

申
込
件
数
に
よ
り
台
数
を
調

整
す
る
場
合
あ
り
。
広
告
作

成
・
貼
付
費
用
は
広
告
主
が

負
担
）

▢申�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
要
綱

を
確
認
の
上
、２
月
15
日
〜
３

月
15
日（
必
着
）に
郵
送
か
直

接
、
公
的
不
動
産
活
用
課（
本

庁
舎
２
階
、
内
線
２
２
６
９
）へ

消
防
本
部
か
ら

【
救
急
隊
に
自
動
心
肺
蘇
生
器

を
配
置
】

　
昨
年
12
月
に
、全
救
急
隊（
８

隊
）
に
、
自
動
で
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
人
工
呼
吸
を
行
う
機
器

を
配
置
し
ま
し
た
（
写
真
）。

搬
送
中
で
も
蘇
生
措
置
を
継
続

で
き
る
た
め
、
救
命
率
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

����

▢問����

警
防
救
急
課
☎
44
局
０
９
７
９

【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】

　
ウ
ェ
ブ
と
組
み
合
わ
せ
た
講

通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
入

手
も
可
。
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

【
申
告
書
は
e
‐
T
a
x
で
】

　
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
作
成
で
き
ま

す
の
で
、
ご
活
用
を
。

【
提
出
時
の
お
願
い
】

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
申
告
書

や
届
出
書
な
ど
に
は
、
そ
の
都

度
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本

人
確
認
書
類
の
提
示
か
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※�

ｅ
‐
Ｔ
a
ｘ
で
提
出
の
場
合

は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示

か
写
し
の
添
付
は
不
要

【
納
付
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
】

　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」

は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
振
替

納
税
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
ま
す
。
金
融
機
関

や
税
務
署
な
ど
に
行
く
必
要
が

な
く
、
非
対
面
で
便
利
で
す
。

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
。

▢問�

鎌
倉
税
務
署
☎
２２
局
５
５
９
１

図

書

館

か

ら

【
中
央
図
書
館
の
臨
時
休
館
】

　
２
月
１
日
（
火
）・２
日
（
水
）

は
、
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
、

臨
時
休
館
し
ま
す
。

【
大
船
駅
西
口
図
書
返
却
ポ
ス

ト
は
２
月
で
利
用
終
了
】

　
強
風
な
ど
で
転
倒
の
恐
れ
が

あ
り
、
ほ
か
に
適
切
な
設
置
場

所
が
な
い
こ
と
か
ら
、
２
月
28

日
で
利
用
を
終
了
し
ま
す
。
３

月
１
日
か
ら
は
、
大
船
駅
東
口

図
書
返
却
ポ
ス
ト
の
ご
利
用
を
。

▢問��

中
央
図
書
館
☎
25
局
２
６
１
１

健
康
診
査
・
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
検
診
は
２
月
ま
で
に

　
健
康
診
査
・
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
検
診
は
、
２
月
28
日
で
終
了

し
ま
す
。
誕
生
月
ご
と
に
設
定

さ
れ
て
い
る
受
診
期
間
を
過
ぎ

て
い
て
も
、
延
長
手
続
き
不
要

で
受
診
で
き
ま
す
。

　
受
診
券
が
お
手
元
に
な
い
人

は
、
ご
連
絡
を
。

▢問��

市
民
健
康
課
☎
61
局
３
９
４
２

せ
ら
知
お

市役所の住所・
電話番号などは
12面で確認を

＊本紙に掲載している催しは、新型コロナウイルス対策のため予定が変更される場合があります。あらかじめご確認ください

市
民
課
・
保
険
年
金
課

土
曜
窓
口
を
開
設

　
保
険
年
金
課
は
、
国
民
健
康

保
険
の
各
種
届
け
出
・
申
請
業

務
の
み
。
内
容
に
よ
り
受
け
付

け
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

２�

月
12
日
・
26
日
…
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
関
連
は
４
時
ま
で
。
混
雑

状
況
で
時
間
前
に
終
了
す
る

場
合
あ
り
。
正
午
～
午
後
１

時
は
市
民
課
の
証
明
書
の
交

付
の
み
）

▢問��

市
民
課
☎
６１
局
３
９
０
２

　

�

保
険
年
金
課
☎
６１
局
３
６
０
７

コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付 

サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止

　
２
月
９
日
（
水
）
は
シ
ス
テ

ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
た

め
、
コ
ン
ビ
ニ
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証

明
書
取
得
サ
ー
ビ
ス
や
、
戸
籍

の
利
用
登
録
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

停
止
し
ま
す
。

▢問�

市
民
課
☎
６１
局
３
９
０
２

国
民
健
康
保
険
料
第
９
期

納
期
限
は
２
／
28

　
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
口
座
振
替
の
人
は
、
前
日

ま
で
に
ご
準
備
を
。

▢問����

保
険
年
金
課
☎
61
局
３
６
０
７

国
民
年
金
保
険
料

【
一
括
前
納
で
割
引
に
】

　
２
年
分
・
１
年
分
・
６
カ
月

分
を
一
括
前
納
す
る
と
割
引
に

な
り
ま
す
。
口
座
振
替
に
よ
る

一
括
前
納
は
割
引
額
が
大
き
く

（
令
和
３
年
度
の
２
年
分
一
括

前
納
で
は
、
１
万
５
８
５
０
円

割
引
）、
ま
た
、
毎
月
納
付
で

も
口
座
振
替
に
よ
る
「
早
割
」

を
利
用
す
る
と
、
月
額
50
円
割

引
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
前
納
す

る
に
は
、
２
月
末
ま
で
に
手
続

き
が
必
要
で
す
。

▢問���

藤
沢
年
金
事
務
所
☎
０
４
６

６
・
50
局
１
１
５
１

【
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
】

　
昨
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
（
未
納
分
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
た
分
も
含
む
）は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
や
確
定
申

告
時
に
「
社
会
保
険
料
」
と
し

て
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
対
象
は
、
本
人
お
よ
び
同
一

生
計
の
親
族
の
保
険
料
で
す
。

免
除
期
間
分
を
追
納
し
た
場
合

や
国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
も

控
除
の
対
象
で
す
。
申
告
時
に

納
付
額
を
証
明
す
る
「
国
民
年

金
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日

に
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

す
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
控

除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て

納
め
た
人
に
は
、
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

▢問���

控
除
証
明
書
＝
日
本
年
金
機

構
の
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０・０
０
３・

０
０
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
☎

03
・
６
６
３
０
局
２
５
２
５
）

国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
＝

全
国
国
民
年
金
基
金
神
奈
川

支
部
☎
０
１
２
０
・
６５
・
４

１
９
２

市
・
県
民
税
の
申
告 

３

／

15

ま

で

　
市
・
県
民
税
の
申
告
を
、
３

月
15
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
は
令
和
４
年
１
月
１
日
現

在
、市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、

市
外
に
居
住
し
て
市
内
に
事
務

所
・
事
業
所
や
家
屋
敷
が
あ
る

人
で
す
。
令
和
３
年
中
に
収
入

が
な
い
人
や
、
課
税
対
象
で
な

い
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
な
ど

が
あ
る
人
も
、
原
則
と
し
て
申

告
が
必
要
で
す
。
郵
送
で
の
提

出
に
ご
協
力
を
。

【
申
告
す
る
必
要
が
な
い
人
】

・ ��

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
書

（
還
付
申
告
を
含
む
）
を
税

務
署
に
提
出
す
る
人

・�

給
与
収
入
の
み
で
、
源
泉
徴 

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

除
以
外
に
申
告
す
る
控
除
が

な
く
、
給
与
支
払
報
告
書
が

勤
務
先
か
ら
市
に
提
出
さ
れ

て
い
る
人

・ �

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
の
み

で
、
申
告
す
る
控
除
が
全
て

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人

・�

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
か 

ら
被
扶
養
者
と
し
て
申
告
さ   

れ
て
い
る
扶
養
親
族
か
同
一   

生
計
配
偶
者

【
同
一
生
計
配
偶
者
の
申
告
】

　
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円

を
超
え
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
は
、
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
（
扶
養
主
が

確
定
申
告
か
市
・
県
民
税
の
申

告
で
同
一
生
計
配
偶
者
と
し
て

申
告
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

▼
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）　
▼
所
得

の
証
明
と
な
る
資
料
（
源
泉
徴

収
票
・
収
支
明
細
書
・
支
払
調

書
な
ど
）　
▼
国
民
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料・生
命
保
険
料・

地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
を
受

け
る
人
…
そ
の
証
明
書　
▼
医

療
費
控
除
を
受
け
る
人
…
そ
の

明
細
書
な
ど　
▼
障
害
者
控
除

を
受
け
る
人
…
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
な
ど　
▼
代
理
人
が

申
告
す
る
人
…
委
任
状
と
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類

【
申
告
書
作
成
ツ
ー
ル
な
ど
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書

用
紙
が
入
手
で
き
ま
す
。ま
た
、

「
住
民
税
試
算
シ
ス
テ
ム
」
で

申
告
書
の
作
成
も
で
き
ま
す
の

で
、
ご
活
用
を
。

【
注
意
事
項
】

�　
申
告
が
な
い
と
、
市
・
県
民

税
に
か
か
る
証
明
書
の
発
行
の

ほ
か
、国
民
健
康
保
険
料
、後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
や
介
護
保

険
料
の
適
正
な
算
定
な
ど
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
適
正
に
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
告
相
談
】

　
市
・
県
民
税
の
相
談
を
左
表

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
市
役
所
講
堂
の
相
談
（
簡
易

な
所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
の

相
談
も
含
む
）
は
、
予
約
が
必

要
で
す
。
予
約
は
２
月
７
日

（
月
）
正
午
か
ら
、
電
話
（
☎

61
局
３
８
５
０
）
か
e
‐
k
a

n
a
g
a
w
a
電
子
申
請
で
受

け
付
け
ま
す
。
提
出
の
み
の
人

は
、
予
約
不
要
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
。

�
▢問�

市
民
税
課
☎
６１
局
３
９
２
１

鎌
倉
税
務
署
か
ら

【
確
定
申
告
の
期
間
】

所�

得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
…

２
月
16
日
～
３
月
１５
日

贈
与
税
…
２
月
１
日
～
３
月
１５
日

個�

人
消
費
税
…
３
月
３１
日
ま
で

【
申
告
書
作
成
会
場
・
相
談
】

２
月
１
日
～
３
月
15
日
の
平
日

と
２
月
20
日
・
27
日
の
日
曜
日

…�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
受

け
付
け
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
）

※�

混
雑
回
避
の
た
め
、「
入
場

整
理
券
」
を
当
日
、
午
前
８

時
３０
分
か
ら
会
場
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

健
康
管
理
ア
プ
リ

新
規
登
録
者
に

電
子
ギ
フ
ト
券
を
進
呈

　
２
月
１
日
～
28
日
は
、「
古

都
を
ト
コ
ト
コ
鎌
倉
健
康
歩ポ

イ

ン
ト
」
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
で
す
。
健
康
管
理
ア
プ
リ

「
kケ
ン

コ

ム

e
n
c
o
m
」
に
新
規
登

録
し
た
人
全
員
と
、
す
で
に
登

録
し
て
い
る
人
の
中
か
ら
抽
選

で
３
０
０
人
に
、
電
子
ギ
フ
ト

券
５
０
０
円
分
を
進
呈
し
ま
す
。

▢問��

市
民
健
康
課
☎
61
局
３
９
４
２

腰
越
漁
港
の
駐
車
料

４
月
か
ら
変
更

　
１
回
７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

利
用
時
間
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

午
前
５
時
～
午
後
５
時
で
す
。

▢問�

農
水
課
（
内
線
２
４
８
１
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

10
月
か
ら
管
理
運
営
を
変
更

　
10
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
。

【
利
用
区
分
】

集
会
室
（
全
学
習
セ
ン
タ
ー
）

…�

①
午
前
９
時
～
１１
時
、
②
午

前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
３０

分
、
③
午
後
２
時
～
４
時
、

④
午
後
４
時
３０
分
～
６
時
３０

分
、
⑤
午
後
７
時
～
９
時
、

⑥
午
後
９
時
～
１０
時
（
⑤
の

利
用
延
長
）

ホ
ー
ル
・
楽
屋
（
鎌
倉
生
涯
学

習�

セ
ン
タ
ー
）
…
①
午
前
９
時

～
正
午
、
②
午
後
１
時
～
４

時
、
③
午
後
５
時
～
９
時
、

④
午
後
９
時
～
１０
時
（
③
の

利
用
延
長
）

【
利
用
料
金
】

　
現
行
の
約
１
・
２
倍
に
改
定

し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

【
管
理
運
営
】

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

ま
す
。

▢問��

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

25
局
２
０
３
０

傍
聴
者
を
募
集

【
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
委
員
会
】

　
先
着
５
人
。
た
だ
し
、
２
月

８
日
中
に
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
。

３�

月
１
日
（
火
）
…
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　
午
前
９
時

〜
正
午

▢申��

２
月
７
日
午
前
９
時
～
１０
日

午
後
５
時
に
、
深
沢
地
域
整

備
課
（
☎
61
局
３
７
６
０
、

▢Ｅkam
afuka@

city.kam
akura.kanagaw

a.jp

）
へ

市
民
委
員
を
募
集

【
鎌
倉
市
に
ふ
さ
わ
し
い
博
物

館
基
本
計
画
等
策
定
委
員
会
】

　
募
集
は
２
人
。

対�

象
…
次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
（
市
職
員
、
市
の
他
の
委

員
を
務
め
る
人
は
除
く
） 　

▼
市
内
在
住
で
20
歳
以
上　

▼
年
２
回
程
度
の
平
日
の
会

議
に
出
席
で
き
る

委
嘱
…
３
月
か
ら
（
予
定
）

報�

酬
…
会
議
出
席
１
回
に
つ
き

１
万
円
（
交
通
費
込
み
）

▢申�

「
鎌
倉
市
に
ふ
さ
わ
し
い
博

物
館
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
」
と
題
し
た
作
文

（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自

由
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
を
書
い
て
、

２
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に

郵
送
か
直
接
、
鎌
倉
歴
史
文

化
交
流
館
（
〒
２
４
８
ー
０

０
１
１
扇
ガ
谷
１
の
５
の

１
、
☎
73
局
８
５
０
１
）
へ

意

見

を

募

集

【
か
ま
く
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

プ
ラ
ン
（
第
３
次
男
女
共
同
参

画
計
画
）
素
案
】

閲�

覧
場
所
…
市
役
所
ロ
ビ
ー
・

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館
・
支
所
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

意�

見
の
提
出
…
閲
覧
場
所
に
あ

る
意
見
書
な
ど
に
、
意
見
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、２
月
22
日
（
必
着
）

ま
で
に
閲
覧
場
所
に
あ
る
回

収
箱
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
、
地

域
共
生
課
（
▢Ｅjinken-da

njo@
city.kam

akura.ka
nagaw

a.jp

、
本
庁
舎
１

階
、
☎
61
局
３
８
７
０
）
へ

小
・
中
学
校
始
業
式
・

入
学
式
は
４
／
７

　
４
月
１
日
～
６
日
に
、
新
入

生
受
け
入
れ
・
進
級
準
備
と
教

科
指
導・評
価
計
画
整
備
な
ど
、

学
校
体
制
を
整
え
る
た
め
、
令

和
４
年
度
の
市
立
小
・
中
学
校

の
始
業
式
・
入
学
式
は
、
４
月

７
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

▢問�

学
務
課
☎
61
局
３
７
９
１

就
学
費
用
を
援
助

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
に
お

困
り
の
家
庭
に
、
学
用
品
・
給

食
・
修
学
旅
行
・
校
外
活
動
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

対�

象
…
４
月
に
市
立
小
・
中
学

校
に
入
学
予
定
か
、
就
学
中

の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭

▢申�

学
務
課
（
鎌
倉
水
道
営
業
所

庁
舎
２
階
）・
学
校
・
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請

書
、
家
賃
額
な
ど
が
確
認
で

き
る
書
類
、
返
信
用
封
筒
な

ど
を
、
２
月
１６
日
以
降
に
学

務
課
（
☎
61
局
３
７
９
６
）

へ
郵
送

※�

５
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
認

定
さ
れ
る
と
、
４
月
か
ら
援
助

の
対
象
。
６
月
以
降
の
申
請

は
、
申
請
し
た
月
か
ら
対
象

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ん
の
家
庭
を

対
象
と
し
た
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
よ
る
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

融�

資
額
…
子
ど
も
１
人
当
た
り

３
５
０
万
円
以
内 

金�

利
…
年
１
・
65
㌫
（
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
は
年
１・25
㌫
）

　
※
令
和
３
年
11
月
１
日
現
在 

返�

済
期
間
…
15
年
以
内
（
交
通

遺
児
家
庭
・
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
は
18
年
以
内
） 

　
詳
細
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
で
ウ
ェ
ブ
検
索
を
。

▢問����

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー 

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６

５
６
（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、

☎
03・５
３
２
１
局
８
６
５
６
）

遺
児
の
養
育
者
に

中
学
校
卒
業
祝
金

　
父
親
や
母
親
が
亡
く
な
っ
た

か
７
年
以
上
居
所
が
分
か
ら
な

い
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
中
学
校

を
卒
業
す
る
と
き
、
そ
の
お
子

さ
ん
の
養
育
者
に
卒
業
祝
金
３

万
円
を
贈
り
ま
す
。

申�

し
込
み
に
必
要
な
も
の
…
▼

戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
謄

本
）
や
改
製
原
戸
籍
な
ど　

▼
死
亡
な
ど
の
事
実
と
対
象

と
な
る
お
子
さ
ん
と
の
親
子

関
係
な
ど
が
確
認
で
き
る
書

類　
▼
養
育
者
の
金
融
機
関

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

▢申�

２
月
１
日
～
３
月
15
日
に
、

こ
ど
も
相
談
課
（
本
庁
舎
１

階
、
☎
61
局
３
８
９
６
）
へ

県
鎌
倉
保
健
福
祉

事

務

所

か

ら

【
猫
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を
】

　
猫
は
１
年
で
２０
匹
以
上
に
繁

殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
増

え
過
ぎ
る
と
適
切
な
世
話
が
行

え
ず
、
ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
な
ど

は
近
隣
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

避
妊
・
去
勢
手
術
は
、
早
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
と
検
査
】

　
左
表
の
と
お
り
。
会
場
・
申

し
込
み
は
同
事
務
所
。
電
話
相

談
以
外
は
予
約
制
。

調
整
な
ど

②
保
健
師
か
助
産
師
。
若
干
名

④�

月
８
日
程
度
（
土
曜
日
、
祝
・

休
日
の
勤
務
あ
り
）。
１
日
６

～
７
時
間

⑤
日
額
１
万
３
２
０
０
円
か
ら

【
Ⓐ
～
Ⓔ
共
通
】

③
５
月
１
日
～
５
年
３
月
31
日

⑥�

面
接
（
３
月
15
日
か
17
日
の

指
定
日
時
）

⑦
２
月
14
日
（
必
着
）

▢申�

市
民
健
康
課
☎
61
局
３
９
４
４

ご

み

関

連

【
廃
棄
物
発
生
抑
制
等
啓
発
指
導

員
】

①�

事
業
系
ご
み
の
分
別
指
導
・

啓
発
な
ど

②�

普
通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
で
報
告

書
作
成
の
経
験
が
あ
る
人
。

１
人

③
４
月
１
日
～
５
年
３
月
31
日

④�

月
17
日
以
内
。
月
～
金
曜
日

の
午
前
７
時
～
午
後
５
時
の

間
で
、
１
日
５
時
間

⑤
日
額
５
２
５
０
円

⑥�

面
接・実
技（
パ
ソ
コ
ン
操
作
）

⑦�

２
月
14
日

▢申�

ご
み
減
量
対
策
課
今
泉
分
室

☎
４４
局
５
３
６
９

大船地区
市民農園
利用者を募集

習
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
成
人
の

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
な
ど
。

対
象
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
。先
着
10
人
。

３�

月
１３
日
（
日
）
…
大
船
消
防

署　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

▢申�

２
月
１
日
の
午
前
９
時
30
分

以
降
に
、
大
船
消
防
署
（
☎

43
局
２
４
２
４
）
へ

住
ま
い
探
し
相
談
会

　
対
象
は
、
高
齢
者・障
害
者・

外
国
人
・
子
育
て
世
帯
。
先
着

５
人
。
要
予
約
。

２�

月
14
日
（
月
）
…
市
役
所
４

０
１
会
議
室
（
本
庁
舎
４
階
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▢申��

か
な
が
わ
住
ま
い
ま
ち
づ
く

り
協
会
☎
０
４
５
・
６
６
４

局
６
８
９
６
（
平
日
の
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
）

中
退
共
の
掛
金
を
補
助

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中

退
共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。
市
内
の
事
業

主
が
、
中
退
共
制
度
か
鎌
倉
商

工
会
議
所
の
特
定
退
職
金
共
済

制
度
に
新
規
加
入
し
た
場
合
、

市
で
は
、国
の
助
成
に
加
え
て
、

掛
金
の
一
部
（
従
業
員
１
人
当

た
り
月
額
４
０
０
円
）
を
３
年

間
補
助
し
ま
す
。

対�

象
…
昨
年
12
月
ま
で
に
加
入

し
、
掛
金
の
納
付
が
確
認
で

き
て
い
る
事
業
主

申�

請
期
間
…
２
月
１
日
～
28
日

▢問����

中
退
共
本
部
☎
03
・
６
９
０

７
局
１
２
３
４

　
商
工
課
☎
61
局
３
８
５
３

柔
軟
剤
な
ど
の
香
り

周
囲
に
配
慮
を

　
自
分
に
と
っ
て
快
適
な
香
り

で
も
、
香
り
の
感
じ
方
に
は
個

人
差
が
あ
り
、
不
快
に
感
じ
た

り
、
体
調
を
崩
し
た
り
す
る
人

が
い
ま
す
。

　
香
り
付
き
の
商
品
は
、
使
用

量
の
目
安
な
ど
を
参
考
に
ご
使

用
を
。

▢問����

市
民
健
康
課
☎
61
局
３
９
４
５

相談・検査 日　時

こころの健康相談・認知症相談※
2/3㊍・21㊊ 9 ：００～1２：０0（精神科医師）

2 /1７㊍ 13：30～16：30（精神科医師）

わたしのからだとこころの相談※ 2 /15㊋ 10：00～12：00（女性心理カウンセラー）

ＨＩＶ・梅毒血液検査（結果即日・匿名可） 2 /17㊍ 13：１５～1５：００

Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス血液検査（39歳以下） 2 /17㊍ 1５：１５～1５：４５

妊婦さんの歯ぐきの検診 3 / 8 ㊋ 13：30～14：30   ※申し込みは3/1まで
アルコール相談（電話）・禁煙相談（電話・来所）・薬物乱用問題の相談（電話・来所）も随時行っています。
※は電話相談もあり（いずれも随時受け付け）

①
職
務
内
容
　
②
必
要
な
免
許
や
資
格・募
集
人
数
　
③
雇
用
期
間

④
勤
務
条
件
　
⑤
報
酬
額
　
⑥
選
考
方
法
　
⑦
応
募
締
め
切
り

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

※
交
通
費
は
別
途
支
給

※�

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

※�

詳
細
は
受
験
案
内
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

福

祉

関

連

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
・
障
害
者

虐
待
防
止
対
策
支
援
員
】

②�

精
神
保
健
福
祉
士
で
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
。
若

干
名

③
４
月
１
日
～
５
年
３
月
31
日

④�

月
16
日
以
内
。
１
日
７
時
間

⑤
日
額
１
万
４
０
０
０
円

⑥�

１
次
＝
書
類
選
考
、
２
次
＝

面
接

⑦
２
月
18
日
（
必
着
）

▢申�

障
害
福
祉
課
☎
61
局
３
９
７
４

保

健

関

連

【
Ⓐ
栄
養
指
導
員
】

②
管
理
栄
養
士
。
若
干
名

④�

月
12
日
以
内
（
土
曜
日
、
祝
・

休
日
の
勤
務
あ
り
）。
１
日
６

時
間

⑤
日
額
９
６
０
０
円

【
Ⓑ
成
人
保
健
活
動
員
】

①�

健
康
相
談
・
成
人
健
診
処
理
・

未
病
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど

②
保
健
師
。
若
干
名

④�

月
12
日
以
内
（
土
曜
日
、
祝
・

休
日
の
勤
務
あ
り
）。
１
日
６

時
間

⑤
日
額
１
万
３
２
０
０
円

【
Ⓒ
母
子
保
健
活
動
員
】

①
健
康
相
談
・
訪
問
指
導
な
ど

②
保
健
師
。
若
干
名

④�

月
９
日
以
内
（
土
曜
日
、
祝
・

休
日
の
勤
務
あ
り
）。
１
日
６

時
間

⑤
日
額
１
万
３
２
０
０
円

【
Ⓓ
母
子
保
健
指
導
員
】

①�

幼
児
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
教

室
・
産
後
ケ
ア
な
ど

②�

保
育
士
か
幼
稚
園
教
諭
。
若

干
名

④
月
４
日
程
度
。
１
日
５
時
間

⑤
日
額
６
千
円

【
Ⓔ
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
】

①�

個
別
の
支
援
プ
ラ
ン
作
成
や

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
・

市内在住者（１世帯１区画。法人および現在
の利用者は除く）

　15㎡＝①1,000円＝35区画・② 800円＝8区画
　30㎡＝③2,000円＝40区画・④1,600円＝6区画
※�年度ごとに前納。今期から耕作条件が悪い区画は、
利用料を減額して募集

４/１～ 6年２/29�
　　　　 Ｅメール・ファクス・はがきで、「市民農園
利用希望」と、希望の区画（①～④のうちいずれか）・
住所・氏名・平日の昼間につながる電話番号を、2/18（消
印有効）までに農水課（▢Ｅnousui@city.kamakura.
kanagawa.jp、FAX23-8520、内線2481)へ。応募者多
数の場合は抽選（結果は申込者全員に通知）

※必要に応じ、住民記録を閲覧します

対�象

1カ月の利用料金と募集

利用期間
申し込み

と こ ろ 日  時

深沢学習センター 2/3㊍ 9:００～１1:3０
１３:００～１６:００玉縄学習センター 2/4㊎

市民税課（本庁舎１階） 2/15㊋まで 8:3０～１7:0０

市役所講堂（第３分庁舎） 2/16㊌～3/１5㊋ 9:００～１１:3０
１３:００～１６:3０

要予約

�e-kanagawa電子申請▶

大船地区市民農園
（大船1969）

▢問����

県
鎌
倉
保
健
福
祉
事
務
所
☎

24
局
３
９
０
０

自
衛
官
候
補
生
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
自
衛
官
候
補
生（
男
女
と
も
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
試
験
期

日
や
応
募
資
格
な
ど
の
詳
細

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▢問����

防
衛
省
自
衛
隊
神
奈
川
地
方

協
力
本
部
藤
沢
募
集
案
内
所 

☎
０
４
６
６
・
26
局
２
２
１
６

中
止
と
な
り
ま
し
た
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　昨年11/18・19にオンラインで開催し、約1,600 人の皆さんにご参
加いただきました。サミットでは、コロナ禍での価値観の変容や気づ
き、多様な人々を支える新たなテクノロジーの可能性に議論が及びま
した。講演・パネルディスカッションの概要を紹介します（敬称略）。

地域共生課☎61-3436

『安心安全な
デジタル社会の創成』

　

私
は
国
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
の
も
と
、
デ
ジ
タ

ル
施
策
に
お
い
て
も
「
置
い

て
き
ぼ
り
を
作
ら
な
い
」
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
と
い
う
と

何
か
冷
た
い
感
じ
が
し
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
人
類
が
初
め
て
「
ひ
と

つ
の
空
間
」
で
つ
な
が
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
コ
ス
ト
も
か
か
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
解

決
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
て
い
く
上
で
、
医
療
・

健
康
・
防
災
・
教
育
と
い
っ

た
地
域
共
生
社
会
に
係
る
身

近
な
領
域
に
着
目
し
な
が
ら
、

誰
も
が
そ
の
利
便
性
を
享
受

で
き
、
や
り
た
い
こ
と
に
専

念
で
き
る
よ
う
、
中
央
と
地

方
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
全
て

つ
な
が
る
社
会
を
提
案
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
上

で
、
皆
さ
ん
の
中
に
倫
理
面

で
多
く
の
不
安
が
あ
る
こ
と

も
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の

解
決
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
「
悪

用
」
で
は
な
く
「
善
用
」
す

る
日
本
的
な
「
デ
ジ
タ
ル
道
」

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
肝
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
指
す
サ
ー
ビ
ス
は

　「
置
い
て
き
ぼ
り
を
作
ら
な
い
」

『選択肢を増やそう』

　

多
様
性
や
包
摂
へ
の
理
解

を
進
め
る
に
は
、
多
く
の
人

に
不
便
や
不
利
益
が
生
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
今
ま
で
誰
か
を
「
排
除
」

す
る
こ
と
で
不
当
に
安
く
で

き
て
い
た
も
の
を
正
当
な
価

格
で
実
現
す
る
に
は
、
多
く

の
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
で

す
。
私
は
、
そ
れ
を
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
で
解
決
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
は
再
び
以
前
の

日
々
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
に
困

難
を
抱
え
、
そ
こ
に
戻
れ
な

い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
も
覚

え
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。
コ

ロ
ナ
収
束
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍

で
で
き
た
新
し
い
社
会
参
加

の
選
択
肢
を
残
し
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
活
用
で
さ
ら
に
そ

れ
ら
を
増
や
し
て
い
く
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
そ
の
選
択

肢
が
な
い
と
困
る
人
た
ち
を

「
包
摂
」
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
は
、

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
人

を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が

保
障
さ
れ
た
上
で
、
一
人
一

人
が
幸
せ
に
、
自
分
に
合
っ

た
生
き
方
が
で
き
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
。
そ
う
い
う
社

会
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で

　「
排
除
」
か
ら
「
包ほ

う
せ
つ摂
」
へ

　

南
雲
さ
ん
か
ら
は
、「
デ
ジ
タ

ル
は
目
的
で
は
な
く
、
手
段
。

市
民
の
課
題
解
決
を
中
心
に
し

た
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
必
要
」。
村

木
さ
ん
か
ら
は
、
若
い
女
性
へ

の
支
援
を
行
う
中
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

が
発
信
で
き
な
い
人
た
ち
に
ど

う
寄
り
添
う
か
。
デ
ジ
タ
ル
も

活
用
で
き
る
の
で
は
」。
土
生
さ

ん
か
ら
は
、「
誰
も
が
歳
を
重
ね

て
い
く
中
で
、
国
に
お
け
る
高

齢
者
の
保
健
福
祉
政
策
は
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

大
き
な
柱
と
な
る
の
で
は
な
い

か
」。
議
論
は
、「
女
性
、高
齢
者
、

障
害
者
を
含
め
た
弱
者
に
と
っ

て
の
良
い
ま
ち
は
、
み
ん
な
に

と
っ
て
の
良
い
ま
ち
に
な
る
」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

『安心して自分らしく暮らせるまちをつくるために』

弱
者
に
良
い
ま
ち
は
、

み
ん
な
に
良
い
ま
ち
に

大森 彌（東京大学名誉教授）
南雲 岳彦（�（一社）スマートシティ・インスティテュート

専務理事）
村木 厚子（津田塾大学客員教授）
土生 栄二（厚生労働省老健局長）

　

本
市
の
共
生
条
例
の
理
念
の

一
つ
で
あ
る
「
自
ら
が
望
む
形

で
社
会
に
参
画
す
る
」
を
軸
に
、

子
ど
も
や
そ
の
家
族
、高
齢
者
、

障
害
者
、
生
活
困
窮
者
、
地
縁

関
係
者
、
事
業
者
な
ど
が
協
働

し
た
、「
個
」
に
応
じ
た
多
様
な

働
き
方
、
地
域
の
参
加
の
場
づ

く
り
に
つ
い
て
討
論
。
住
民
の
多

機
能
な
居
場
所
と
な
っ
て
い
る

「
こ
ま
じ
い
の
う
ち
」
な
ど
文
京

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組

み
や
、
藤
沢
市
の
農
家
が
展
開

す
る
「
農
ス
ク
ー
ル
」、
障
害
者

施
設
に
通
う
人
た
ち
が
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
通
し

て
地
域
で
仕
事
を
つ
く
り
出
す

「
Ｃ
型
就
労
」
な
ど
、
具
体
的
な

事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

多
様
な
人
が
参
画
で
き
る

寛
容
な
地
域
づ
く
り

『多様な社会参加で、 安心して自分らしく暮らせるまちをつくる』

永田 祐（同志社大学社会学部教授）
浦田 愛（�文京区社会福祉協議会地域福祉推進係地域連携ステーション

フミコム係長）
小島 希世子（（特非）農スクール理事長・（株）えと菜園代表）
又村 あおい（（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長）
唐木 啓介（厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室長）

　

災
害
時
に
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
、
地

域
（
社
会
）
や
行
政
の
あ
り
方

を
討
論
。
通
常
時
の
支
援
体
制

の
整
備
の
重
要
性
、
専
門
職
を

中
心
と
し
た
伴
走
支
援
を
通
じ

て
、
市
民
と
連
携
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
重
要
な
の
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
個
別

避
難
計
画
の
作
成
、
そ
れ
と
と

も
に
災
害
時
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
準
備
を
始
め
る
こ
と
。

そ
れ
に
は
地
域
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
、
事
例
を
基
に

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
論
で
は
、

災
害
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
通

常
時
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る

と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

『災害時に誰一人取り残さないために
　　　～福祉、防災、コミュニティの連結～』

地
域
で
の
事
前
準
備
と

災
害
後
の
仕
組
み
づ
く
り
を

鍵屋 一（�跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザ
イン学科教授）

菅野 拓（大阪市立大学大学院文学研究科准教授）
菅原 健介（（株）ぐるんとびー代表取締役）
村野 淳子（別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員）
重永 将志（内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当））

　

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
的
孤
立
や

排
除
が
顕
著
に
な
る
中
、
発
す

る
こ
と
が
困
難
な
小
さ
な
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
ど
う
見
つ
け
、
寄
り
添
い
、

伴
走
で
き
る
の
か
。家
族
、地
域
、

関
係
機
関
・
行
政
の
あ
り
方
を
討

論
。①
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
さ
れ
た
後
の

関
わ
り
で
は
な
く
、
日
常
的
な

関
係
性
と
場
が
必
要
、②
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
キ
ャ
ッ
チ
に
は
、
支
援
の
受

け
手
と
提
供
側
が
お
互
い
に
で

き
る
こ
と
で
支
え
合
う
視
点
が

不
可
欠
、③
意
識
的
に
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を
行
う
、
④
対

等
で
相
手
の
そ
の
ま
ま
を
受
け

入
れ
る
関
わ
り
の
大
切
さ
、⑤
行

政
は
優
し
い
ま
な
ざ
し
の
制
度

化
と
実
効
化
を
。
こ
う
し
た
具

体
的
な
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

『SOS の声とつながり、社会的孤立を防ぐには』

「
助
け
て
」
が
な
く
て
も

関
わ
り
、
寄
り
添
う
た
め
に

鈴木 秀洋（日本大学危機管理学部准教授）
鴻巣 麻里香（KAKECOMI 代表・ソーシャルワーカー）
星山 麻木（�明星大学教育学部教授・（一社）こどもかぞく

早期発達支援学会会長）
渡辺 篤（現代美術家）
和田 幸典（�厚生労働省政策統括官（総合政策担当）付政策

統括室政策企画官）

特別講演 基調講演
乙武 洋匡（作家）

村井  純（慶應義塾大学教授）

◀�サミットの録画動画をYouTube鎌倉市公式チャン
ネルで配信中（一部視聴できないプログラムあり）

パネルディスカッション

開催  開催  
 しました！ しました！
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不用品を譲りたい人・譲ってほしい人をつなぐ

【品物を登録するには？】
　「リユースネットかまくら」のホームページか、「登録カード」（ごみ
減量対策課・支所・笛田リサイクルセンターで配布）に記入。※登録
できる人や品物に決まりがあります
【申し込み・受け渡しはどうやって？】
　同ホームページか、鎌倉リサイクル推進会議（☎32-9094＝火～金の
平日10：00～16：00）に電話で応募すると、相手の連絡先などが届くので、
当事者同士で品物を受け渡します。

自分にとっては不用品でも、誰かの必需品となって
活かすことができます。　ごみ減量対策課☎61-3396

食品ロスを減らし、必要な人に届ける

　福祉団体などに引き渡し、生活困窮者の支援にも活用します。
【募集食品】
　缶詰類、米類、乾麺（パスタなど）、調味料（食用油など）、飲料（ジュース、
コーヒーなど）、贈答品の余りなどで、未開封のもの。※野菜類は不可
【受け付け】
　賞味期限が残り ２カ月以上あることを確認の上、2/1（火）～28（月）
の平日9：00～17：00にごみ減量対策課（本庁舎１階）にお持ちください。
※氏名・住所・電話番号を確認します

こまめに消灯照明暖房 暖房時の室温は 20℃を目安に 冷蔵庫 �冬は「弱」かエコモード

２月は「省エネルギー月間」です。自宅で過ごす時間が多くなるこの季節は、電気
やガスなどのエネルギー消費も多くなります。二酸化炭素などの温室効果ガス削減
のために、ちょっとした工夫を取り入れてみませんか。　　　 環境政策課☎61-3421

ひざ掛けなどで
暖かさを
プラス

カーテンで
熱が逃げる
のを防ぐ

フィルターを
月に 1、2回清掃 ＬＥＤ に交換

常温保存できる
ものは庫外へ

�隙間を空けて
入れる

使用後は
ふたを閉めて
放熱防止

就寝前に節電モード温水
便座

リユースネットかまくら
ホームページ

温度計で
見える化！

「第 ３期環境基本計画」・「地球温暖化対策地域実行計画（区域施策編）」の改訂素案にご意見を
【閲覧期間】2/15から
【�閲覧場所】環境政策課（本庁舎１階）・市役所ロビー・鎌倉生涯学習セ
ンター・図書館・支所・市ホームページ
【�意見の提出】閲覧場所にある意見書などに、意見・住所・氏名・電話番
号を書いて、閲覧場所（支所以外）にある回収箱または郵送・ファクス・
Eメール（▢E kankyo@city.kamakura.kanagawa.jp）か直接、同課へ（3/16必着）

　両計画の策定から5年が経過したため、中間見直しを進めています。
【改訂の視点・ポイント】
・持続可能な社会の実現に向けたSDGsの考え方
・�温室効果ガスのさらなる削減、脱炭素化に向けた取り組み（再生可能
エネルギーの利用拡大、省エネルギー化の促進など）、頻発する異常
気象や激甚化する災害などの気候変動による影響への対応など

環境政策課☎61-3421

通
じ
て
北
条
氏
邸
に
も
運
び
込
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
破
片
数
に
し

て
一
六
六
一
点
も
の
磁
器
が
見
つ
か

っ
て
お
り
、
北
条
氏
の
権
威
や
財

力
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
出
土
量
の
ピ
ー
ク
は
、
一
二
世

紀
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
一
三
世
紀

の
初
め
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
物
跡

が
最
も
多
く
確
認
さ
れ
た
時
期
と

も
重
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
時
政

や
政
子
、
義
時
が
生
き
た
時
代
で

す
ね
。
時
政
や
義
時
は
、
鎌
倉
に

入
っ
た
後
も
、
頻
繁
に
伊
豆
に
下げ

向こ
う

し
て
お
り
、
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

院い
ん

を
建
立

す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
本
拠
地

を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

嘉か

禎て
い

二
年
（
一
二
三
六
）
に
泰
時

に
よ
っ
て
、
父・義
時
の
一
三
回
忌

供
養
が
願
成
就
院
で
行
わ
れ
た
の

を
最
後
に
、『
吾あ

妻ず
ま

鏡か
が
み』

で
は
北
条

の
地
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
北
条

氏
が
本
格
的
に
拠
点
を
鎌
倉
に
移

し
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
に
伴

い
、
北
条
の
邸
宅
と
し
て
の
機
能

も
縮
小
し
、
伊
豆
と
の
関
わ
り
は

希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
再
び
北
条
氏
と
伊
豆
の
関
わ
り

が
深
く
な
る
の
は
、
鎌
倉
幕
府
の

滅
亡
後
で
す
。
生
き
残
っ
た
北
条

の
女
性
た
ち
は
伊
豆
に
下
り
、
北

条
氏
邸
の
あ
っ
た
場
所
に
円
成
寺

を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
仏

具
や
茶
道
具
が
見
つ
か
り
、
尼
寺

の
暮
ら
し
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
本
拠
地
の
伊
豆
北
条
は
、
北
条

氏
の
始
ま
り
の
地
で
あ
る
と
同
時

に
、終し

ゅ
う

焉え
ん

の
地
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

【
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
学
芸
員
・

山
本
み
な
み
】

　
い
よ
い
よ
大
河
ド
ラ
マ
が
始
ま

り
ま
し
た
ね
。
今
回
は
、
北
条
氏

の
本
拠
地
で
あ
る
伊い

ず
の豆

国く
に

田た

方が
た

郡ぐ
ん

北
条
（
現
・
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）

に
想
い
を
は
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
北
条
氏
の
暮
ら
し
た
館
は
、
現

在
、
史
跡
北ほ

う
じ
ょ
う条

氏し

邸て
い
あ
と跡

（
円え

ん

成じ
ょ
う

寺じ

跡
）
と
し
て
、
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
伊
豆

北
条
と
い
う
の
は
、
伊
豆
半
島
の

付
け
根
辺
り
に
あ
り
、
山
の
多
い

半
島
の
中
で
も
農
業
生
産
力
の
高

い
平
野
部
（
田
方
平
野
）
に
位
置

し
ま
す
。
田
方
平
野
の
中
央
に
広

が
る
韮に

ら
や
ま山

地
域
に
は
、
守も

り
や
ま山

と
呼

ば
れ
る
独
立
丘
が
あ
り
、
北
条
氏

は
そ
の
山
裾
に
館
を
構
え
て
い
ま

し
た
。
下
田
街
道
と
狩か

の野
川が

わ

に
挟

ま
れ
た
北
条
氏
邸
は
、
北
条
氏
が

水
陸
交
通
の
要よ

う

衝し
ょ
う

を
押
さ
え
て
い

た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
加
え
て
、

国こ
く

衙が

（
役
所
）
の
あ
る
三
島
に
近

接
し
、
坂ば

ん
ど
う東

諸
国
の
中
で
最
も
京

都
に
近
く
、
中
央
の
情
報
を
得
る

に
も
便
利
な
場
所
に
居
住
し
て
い

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
北
条
氏
邸
跡
の
調
査
で
は
、
大

量
の
か
わ
ら
け
や
常と

こ
な
め
や
き

滑
焼
な
ど
の

国
産
陶
器
、
青せ

い

磁じ

・
白は

く

磁じ

な
ど
の

中
国
産
の
磁
器
と
と
も
に
、
鎌
倉

前
期
の
建
物
跡
や
井
戸
、
区
画
溝

な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
中
で

も
と
り
わ
け
目
を
引
く
の
は
、
大

量
の
中
国
産
の
磁
器
で
す
。
日に

っ
そ
う宋

貿
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
輸

入
品
は
、
下
田
街
道
や
狩
野
川
を

※�

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
で
は
、企
画
展
「
北

条
氏
展
ｖ
ｏ
ｌ
・
１ 

伊
豆
か
ら
鎌
倉
へ
～

北
条
氏
の
軌
跡
を
た
ど
る
」
を
開
催
中

＊鎌倉殿通信-note版-は、鎌倉市教育委員会note（2面参照）でご覧いただけます

おうちで はじめよう！エコエコ活活エコ活

2/1（火）～ 9（水）　笛田リサイクルセンター
楽しく学べるクイズ形式のパネルなどを展示。

「COOL CHOICE」
パネル展示

をつないで ごみを減らそう

フードドライブ リユースネットかまくら

省エネ省エネ省エネ

不用品不用品不用品

賢い選択で脱炭素社会へ！

第６回 北条氏の本拠地ってどんなところ？

家庭にある

家庭でできる 冬の
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子ども･子育て情報も！
広報課☎６１-３８６７

市公式LINEアカウント

10・11面にも
イベントを紹介♪
［キャラ子］
が目印！

場所に※がついている相談は原則面談ですが、電話でも応じます。

２月の市民相談窓口 要予約（随時） 要予約（�１週間前から受け付け。受付日が祝・休日に当たる場合は、その前開庁日から予約可）予 予

福祉
成年後見
専門相談 

今月はありません
成年後見センター ☎38-8003

障害福祉相談
（いずれも

面談は 予 ）

月〜金：8:30～17:30  
ラファエル会鎌倉地域支援室☎55-8878
月〜金：9:00〜17:00
キャロットサポートセンター☎25-3939

（つながらない場合は☎23-5235）

月〜金：9:30〜17:00
※対象は主に精神障害のある人
地域生活サポートセンターとらいむ
☎61-3205

障害者就労
相談 予

月〜金、12・26日：9:30〜17:00
障害者二千人雇用センター☎53-9203

生活困窮
相談 予

月〜金：8:30〜17:00
インクル相談室鎌倉 ☎46-2119

ひきこもり等
相談 予

月〜金：市役所  9:00～17:00
生活福祉課 ☎61-2319
7 ・21日：市役所  13:00〜17:00
県立青少年センター ☎070-4552-9838

人権・女性

人権相談 予 １ ・15日：市役所 13:00〜16:00
地域共生課 ☎61-3870

女性相談
（面談は 予 ）

月〜金：市役所
       10:00〜13:00・14:00〜16:30
地域共生課 ☎23-9311 (相談専用)

女性のための
法律相談 予

17日：市役所※※  9:30〜16:30
くらしと福祉の相談窓口 ☎61-3864

子ども・家庭
こどもと
家庭の相談室
（虐待の通告も）

月〜金、12日：市役所  8:30〜17:00
こども相談課 ☎23-0630（相談専用）

ひとり親
家庭の相談

月〜金：市役所  8:30〜17:00
　12日：市役所  9:00〜17:00
こども相談課 ☎61-3897

教育相談 月〜金：9:00〜17:00
教育センター ☎24-3495・3386（相談専用）

いじめ相談
ダイヤル

月〜金：9:00〜17:00
（8・22日は18:00まで）
教育センター ☎24-5235（相談専用）

消費生活
消費生活相談 月〜金：市役所 9:30〜16:00

消費生活センター ☎24-0077

建築等の紛争に
係る相談 予 　　月：市役所※   ※   9:00〜16:00 く

ら
し
と
福
祉
の

相
談
窓
口

☎
61
局
3
8
6
4

不動産相談 予 10日：市役所※※ 14:00〜16:00

マンション
管理相談 予 ３日：市役所※※  13:00〜16:00

窓口耐震相談
予

月1、2回程度：
        　市役所 13:30〜16:30
※�対象は昭和56年5月以前建築の
　木造住宅
建築指導課 ☎61-3586

土地・建物

どこに相談していいか分からない場合は、くらしと福祉の相談窓口（☎61-3864）へ

就職・労働
労働相談 予 10・22日：市役所 13:３0〜16:00

商
工
課

  

☎
61
局
3
8
5
3

メール
労働相談

市ホームページで
左記のタイトルを検索

働く人のメンタル
ヘルス相談 予 21日：市役所 13:30〜16:30

就職支援相談 予 16日：市役所 13:30〜16:00

経営相談 予 24日：市役所   9:00〜17:00
商工課 ☎23-3000（内線2355）

高年齢者就労相
談（主に55歳か
ら） 予

月〜金：市役所  9:30〜16:00
セカンドライフかまくら☎55-5520

子育て支援センターの催し
　子育て支援センターは、お子さん（主に 0～ 3歳児）と
保護者が自由にくつろげるフリースペースです。お子さん
を安心して遊ばせることができ、子育てアドバイザーが子
育てに関する相談に応じています。
　利用は月～金曜日（平日）で、現在は新型コロナウイル
ス対策のため予約制です（記載がないものは予約受け付け
中）。また、各センターでは、次の催しも行っています。

土曜ひろば
３歳まで

2/12(土)
10:00～12:00
13:30～１5:3０

午前ひろば 2/21(月)
10:00～12:00

赤ちゃんひろば
10カ月まで／先着10組

木曜日
13:30～15:30

おためしひろば
初めてか久しぶりの利用
市内在住／各先着1組

月・火・水・金曜日
13:30～14:00

☎48-0550深沢子育て支援センター ☎47-3377

土曜ひろば
３歳まで

2/19(土)
10:00～12:00
13:00～１5:0０

午前ひろば 2/21(月)
10:00～12:00

ぱんだひろば
よちよち歩きまで

月・金曜日
13:00～15:00

ひよこひろば
３カ月まで

水曜日
13:00～15:00

こあらひろば
10カ月まで

火・木曜日
13:00～15:00

大船子育て支援センター☎23-０606鎌倉子育て支援センター

土曜ひろば
３歳まで

2/5(土)
10：00～12：00
13:30～１5:3０

午前ひろば 2/2１(月)
10：00～12：00

赤ちゃんの日
10カ月まで

火・木曜日
1０:00～１２:00
１３:3０～1５：30

乳がんの自己触診と骨密度測定
10カ月まで／先着８組

2/4(金)
 9:30～10:20
10:30～11:30

図書館のおはなし会
10カ月まで／先着５組

2/16(水)
10:00～10:30

半日ひろば
午前のみ

2/25(金)
 9:30～11:30

双子ちゃんの会
２歳まで／先着５組／双子の妊婦さんも

2/26(土)
 9:30～11:30

ベビーちゃんの日・妊婦さんの日
よちよち歩きまで／妊婦さんも

木曜日
 9:30～11:30
13:00～15:00

☎45-5077玉縄子育て支援センター

開館時間など

※2

※1

行政・法律
行政相談 1日：市役所※※  13:00〜16:00

く
ら
し
と
福
祉
の
相
談
窓
口

☎
61
局
3
8
6
4

法律相談 予

4・8・18・22・25日：
市役所※  ※  9:00〜16:00

1・15日：市役所※※ 17:30〜20:00
２日：深沢支所
９日：大船支所
16日：腰越支所
玉縄支所は、今月はありません

税務相談 予

９日：市役所※※ 
15日：深沢支所
17日：大船支所
18日：腰越支所
22日：玉縄支所

司法書士相談 予 15日：市役所※※ 13:00〜16:00

行政書士相談 今月はありません

10:00〜16:00

9:00〜16:00

※2※1

予約は
2/1から

予約は
2/1から

予約は
前日から

予約は
前日から

※1…2/23（水・祝）を除く　※2…2/11（金・祝）を除く

中止となりました
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企画展 崩壊と覚醒の70ｓアメリカ映画

上映

川喜多映画記念館 ☎23-2500

■企画展
　「崩壊と覚醒の70ｓアメリカ映画」関連上映

映画タイトル とき（3月）

リオの男
8㊋・10㊍・１2㊏ 10：30
9㊌・１1㊎・１3㊐ 14：00

恐怖に襲われた街
9㊌・１1㊎・１3㊐ 10：30
8㊋・10㊍・１2㊏ 14：00

■シネマセレクション
　ジャン=ポール・ベルモンド追悼上映

映画タイトル とき（3月）

恐怖の報酬
1㊋・3㊍・5㊏ 10：30
2㊌・4㊎・６㊐ 14：00

オール・ザット・
ジャズ

2㊌・4㊎・６㊐ 10：30
1㊋・3㊍・5㊏ 14：00

�開�館時間…9:00～17:00（入館は16：30まで）
休�館日…月曜日
展示観覧料…200円�（市内の小・中学生と65歳以上は無料）
映画鑑賞料金（展示観覧料含む）…1,000円（小・中学生500円）

３/1３㊐まで

「オール・ザット・ジャズ」
©1979 COLUMBIA PICTURES INDUSTRIES, INC. 
ALL RIGHTS RESERVED.

　本市や近郊で活動するアマチュアのジャズグループが一堂に会し、
ジャズの祭典を開催します。生のジャズをお楽しみください。入場無
料。当日直接会場へ。小学3年生以下は保護者同伴。

Jazz In 鎌倉

■�出演：クレッセント・シティー・ミュージックメーカーズ、K&K
セブンスターズ、植木リトゥル・エコー・アンサンブル、YCBジャ
ズ・オーケストラ、BWO with 渡辺てつ、デキシーノーツ、ONE 
&ALL、スリーパーズ、アズビル・ブルーノーツ、藤沢スイングジャ
ズソサエティ

■�とき：2/27㊐ 11：00～17：30
■ところ：鎌倉芸術館

文化課☎61-3872

開�館時間…2月は9：00～1６：３0、3･4月は17：00まで（入館は30分
前まで）

休館日…月曜日（3/21は開館）
入�館料…300円（市内の高校生以下と６５歳以上は無料）

講 座 名 講 師（敬称略）
古典講座「古文書と文学から読み解く鎌倉時代
の始まり」
『吾妻鏡』や『方丈記』から、鎌倉時代の始まりを解く。

古川元也（日本女子大学
教授）

朗読ワークショップ「声に出して読む　夏目漱石」
小説『火鉢』を用いて、朗読のコツを伝える。 鈴木佳

か

由
ゆ

（演劇集団・円）

資料解説講座「芥川龍之介　原稿『しるこ』」
芥川が昭和２年に発表した、随筆『しるこ』を解説。 同館職員

鎌倉文学館
☎23－3911

同館公式YouTubeチャンネルで、下記の講座を期間限定で順次
無料配信。詳しくは同館ホームページを。

■とき：3/26㊏  10：00～12：00
■ところ：鎌倉文学館
■定員：８人（小学４年生以上・抽選）
　※�小・中学生のみの参加は不可。なお、保護者は付き添い

ではなく、受講者として参加を（有料）
■参加費：2,500円（塗り加工希望者は別途有料で当日受け付け）
■講師：赤井裕明さん（鎌倉彫資料館館長）
■�申込方法：Eメール・はがき・FAXで、イベント名・住所・氏名・
電話番号・参加希望人数（2人まで。同行者名も）を、3/15（必着）
までに同館「ワークショップ」係へ。小・中学生は学年も記入を。
抽選結果は、はがきで通知します
　▢Eevent2021@kamakura-arts.or.jp　▢〒248-0016 長谷1-5-3　▢FAX23-5952

「鎌倉彫の小皿を彫ってみよう！」イベント （共催・鎌倉彫資料館）

「作家のコレクション」収蔵品展 4/10㊐まで

　　配信

鎌倉芸術館

魅惑の鎌倉、講座シリーズ
流鏑馬（武田流）

■�料金：1,200円（前売り券あり）
　※学生（小学生～24歳）は半額。当日、身分証の提示を
　※未就学児の入場はご遠慮を

同館チケットセンター 
☎0120-1192-40（10:00～19:00）

3/5 ㊏
１4:00

　鎌倉の春の風物詩「鎌倉まつり」でも奉
納される伝統的な神事、流

や ぶ さ め

鏑馬。雄壮な姿
の芯にある神聖で奥深い世界を、その歴史
や見どころなどとともに学びます。

チケットは、2/12から同館で販売

「リオの男」
L’HOMME DE RIO a film by Philippe de Broca
©1964 TF1 Droits Audiovisuels All rights reserved.

　小皿に、特別なデザインのバラ（写真）を彫る。

2018年に開催された時の「Jazz In 鎌倉」

※�PG12のため、12歳未満の年少者の観覧には、親または
保護者の助言・指導が必要

※�

■�講師：瀨端祐也さん（大日本弓馬会理事・
流鏑馬鎌倉教場長）
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▪日日程▪⃝時間▪場場所▪対対象▪定定員▪￥費用（記載のないものは無料） 子ども・子育てに関する催し▢名 氏名 ( ふりがな ) ▢齢
年齢▢☎ 電話番号▢FAX ファクス番号▢E E メール▢HP ホームページ▢は はがき▢往 往復はがき▪申申し込み（特に記載のないものは
不要。申込時は「催し名・住所・▢名 ・▢☎ 」を明記。先着・抽選の催しの申込開始は、記載がない限り 2/1 ㊋から） 

市民通信員が
身近な話題をリポート

講座 • 教室 • 展示
の育て方、２３㊌㊗中央公園の植物めぐり、
２７㊐やってみよう野菜のプランター栽培
▪⃝１０：３０～１２：００▪場鎌倉中央公園▪定各先着
２０人

【❷冬の海鳥と海岸植物】自然観察会▪日２／
２０㊐▪⃝１３：３０～１５：３０▪場江の島ほか▪定先着
２０人

【❸こどもクラフト教室】▪日 ２／２６㊏
▪⃝ １０：００～１２：００▪場 鎌倉中央公園▪対

市内の小学生以下（未就学児は保護者同
伴）▪定抽選1０人▪￥２００円

【❹春のリースづくり“ミモザのリース”】
▪日３／５㊏▪⃝１０：００～１２：００▪場鎌倉中央公園
▪対中学生以上▪定抽選１５人▪￥３０００円

多世代交流事業
「だれでも参加・たのしく交流」

名越やすらぎセンター☎２５－１１８８
腰越なごやかセンター☎３１－０８００

教養センター☎３２－１２２１
今泉さわやかセンター☎４５－４６１１

公共交通機関のご利用を▪対市内在住の小
学生以上▪申各センター

【初めての太極拳教室】▪日 ２／１９㊏▪⃝ １０：
００～１１：２０▪場名越やすらぎセンター▪定先
着１０人

【Let's木育～水の積み木で遊ぶ】▪日２／１９
㊏▪⃝１０：００～１１：３０▪場教養センター▪定先着
１２人▪￥１０００円

【寒さに負けない運動教室】▪日２／26㊏▪⃝
１３：３０～１５：００▪場今泉さわやかセンター▪定
先着１５人

【みんなが楽しめるヨガ】▪日２／２７㊐▪⃝１０：
３０～１２：００▪場腰越なごやかセンター▪定先
着１５人

【初めてのピラティス体験講座】▪日３／１２㊏
▪⃝１４：００～１５：３０▪場名越やすらぎセンター
▪定先着１０人

【高校生防災士に学ぶ】▪日 ３／１９㊏▪⃝ １０：
００～１１：３０▪場教養センター▪定先着２０人

【パン作り教室】▪日３／２０㊐▪⃝１０：００～１３：００
▪場 腰越なごやかセンター▪定 先着１６人▪￥
５００円

【なまった身体をほぐす運動教室】▪日３／２６
㊏▪⃝ １３：３０～１５：００▪場 今泉さわやかセン
ター▪定先着１５人

今泉さわやかセンターの催し
▪申同センター☎４５－４６１１

公共交通機関のご利用を▪⃝１０：００～１１：３０
▪対市内在住の６０歳以上

【季節のおりがみ】▪日２／１６㊌▪定先着８人▪￥
２００円

【特殊詐欺被害にあわないために】▪日２／２５
㊎▪定先着１５人

月いち元気アップ教室
▪申（開催日の１カ月前から）

市民健康課☎６１－３９７6
体力に自信がない高齢者向けのフレイル
予防運動プログラム▪日▪場３／1㊋たまなわ
交流センター、3/１６㊌鎌倉生涯学習セン
ター▪⃝９：３０～１１：３０▪対市内在住の６５歳以
上▪定各先着１５人
認知症サポーターステップアップ講座

▪申高齢者生活支援サポートセンター
☎４８－１１３０

実践の場で必要となる知識や対応を学ぶ
▪日３／４㊎▪⃝１３：３０～１５：３０▪場鎌倉商工会議
所会館▪対認知症サポーター養成講座を受
講した人▪定先着２０人

シニアのための職業体験会
▪申セカンドライフかまくら☎５５－５５２０

説明後に職業体験▪日２／２５㊎▪⃝１３：３０～１６：
００▪場 福祉クラブ生活協同組合鎌倉セン
ター▪対市内在住の５５歳以上▪定先着１０人

健康ウォーク 歩け鎌倉
スポーツ課☎４３－３４１９

鎌倉武道館をスタートとした10kmの
コース。当日直接会場へ。小学３年生以下
は保護者同伴▪日２／２７㊐▪⃝８：３０～１４：００（８：
３０受け付け、９：００開会式）▪場 鎌倉武道館

（集合場所）
高齢者生活支援サポーター養成講座

▪申高齢者生活支援サポートセンター
☎４８－１１３０

高齢者の生活を地域で支えるサポーター
を養成する▪日２／２２㊋・２５㊎全2回▪⃝９：３０～
１６：００▪場深沢学習センター▪対市内在住の
人▪定先着２０人

家族介護教室
悪質商法にだまされないで！

▪申地域包括支援センター
ささりんどう鎌倉☎４２－３７０２

悪質商法の手口や被害に遭わないための
ポイントを学ぶ▪日２／２５㊎▪⃝１０：００～１１：３０▪場
玉縄学習センター▪対市内の人▪定先着１５人

里山一日体験
▪申（募集中）山崎・谷戸の会☎４７－１１６４

▪日２／２㊌わら細工、６㊐籾（もみ）殻くん炭・
畔（あぜ）直し・園内整備、１６㊌カエルの卵
の観察、２０㊐雑木林の除間伐▪⃝９：３０～１２：
００（２日は１０：００から）▪場鎌倉中央公園

市公園協会の催し
同協会☎４５－２７５０

▪申❶・❷は☎、❸・❹は▢E  info@kamakura-
park.com（❸は2/10、❹は2/18まで）

【❶ミニ園芸教室】▪日２／４㊎カランコエの
花のはなし、６㊐木姿を美しくするロウバ
イのせん定法、１３㊐おいしい甘夏ミカン

鎌倉生涯学習センターの催し
同センター☎２５－２０３０

【フルートとギターによるサロンコン
サート】▪日３／２㊌▪⃝１４：０0～１５：30▪対市内在
住の人優先▪定抽選280人（未就学児不可）
▪申▢往（1通につき1人）で同センター（〒２４
８－０００６小町１－１０－５）へ（２／２０必着）

防犯講座
▪申名越やすらぎセンター☎２５－１１８８

特殊詐欺被害に遭わないために▪日２／１７㊍
▪⃝１４：００～１５：３０▪場同センター▪対市内在住
の６０歳以上▪定先着１６人

老人福祉センター
「福祉法律相談」

腰越なごやかセンター☎３１－０８００
教養センター☎３２－１２２１

今泉さわやかセンター☎４５－４６１１
玉縄すこやかセンター☎４７－１３３８

公共交通機関のご利用を▪申各センター
▪日▪場２／２４㊍教養センター、2/２５㊎腰越な
ごやかセンター、３／２㊌今泉さわやかセン
ター、３／１８㊎玉縄すこやかセンター▪⃝①
９：３０②１０：００③１０：３０④１１：００▪対市内在住
の人▪定各先着４人

鎌倉リサイクル推進会議の催し
▪申（２／１５から）同会議☎３２－９０９４

▪場笛田リサイクルセンター▪定各先着１０人
【はぎれでパッチワーク】▪日３／８・２２の㊋▪⃝
１０：００～１２：００▪￥５００円

【端布でつるし飾り（いちご）】▪日３／９・１６の
㊌全２回▪⃝１０：００～１２：００▪￥１０００円

【手軽に裂き織り】▪日３／２4㊍▪⃝１０：００～１２：
００▪￥８５０～１０００円

【リメイクソーイング】▪日３／１１㊎・１８㊎・２３
㊌・２９㊋▪⃝１０：００～１２：００（１８・２９日は１３：

鎌倉体育館の催し
▪申同体育館☎２４－３５５３

▪対高校生以上▪￥1回８２０円
【ボディバランス教室】▪日２／３～２４の㊍全４
回▪⃝１３：１５～１４：１５▪定先着１６人

【ヨガティス教室】▪日２／７～２８の㊊全3回▪⃝
１３：３０～１４：２０▪定先着１４人

３０～１５：３０）▪￥５００円
街あるき

「川喜多夫妻ゆかりの建物を見よう！」
青少年指導員連絡協議会・岩田

☎２４－４４１４
▪日２／５㊏▪⃝１０：００～１２：００▪場川喜多映画記
念館▪対市内の小学4年～高校生▪定先着１５
人▪申▢FAX ２４－４４５４

図書館まつり
「ファンタスティック★ライブラリー・110」

　110周年の図書館と皆さんの距離が近づく1カ月間。鎌倉ゆかりの人や
作品などを全図書館で巡回展示し、市図書館ホームページでも公開します。

かまくら女性史の会
「かまくらの保育」

ハリス記念鎌倉幼稚園・鎌倉保育園・明治幼稚園を紹介

松
しょう

坡
は

文庫研究会
「石に刻まれた松坡」

逗子開成中学・高等学校と鎌倉女学院の創立者、田辺松坡
の撰文や書が刻まれた石碑などを紹介

中央図書館☎ 25－2611

2/11~
3/13

間島弟
おと

彦
ひこ

・間島愛子夫妻旌
せい

徳
とく

の会
「間島弟彦生誕150年記念　間島夫妻の事跡を辿

たど

る」
市内の間島夫妻ゆかりの場所を紹介

おはなしひこうせん
「あんな絵本、こんな絵本 in 鎌倉」
鎌倉ゆかりの絵本作家の作品を紹介

スポーツ施設

学習センター

方
々
、
自
治
会
の
行
事
や
工

夫
、
そ
し
て
居
住
者
有
志
で
活

動
す
る「
チ
ー
ム
・
グ
リ
ー
ン
」

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
く

だ
さ
る
方
々
に
感
謝
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
・
グ
リ
ー
ン
の
活

動
日
は
、毎
週
土
曜
日
で
す
。

活
動
内
容
は
、
広
い
敷
地
内

の
雑
草
抜
き
を
中
心
に
、
各

棟
の
出
入
り
口
の
寄
せ
植
え

や
花
壇
の
植
え
替
え
な
ど
を

リ
ー
ダ
ー
の
的
確
な
指
示
の

下
、
気
に
な
る
場
所
は
気
に

な
る
人
が
適
時
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
お
か
げ
で
敷
地
内

は
す
が
す
が
し
く
保
た
れ
、

季
節
の
草
花
を
鑑
賞
で
き
ま

す
。
管
理
棟
側
の
花
壇
を
担

当
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
さ

ん
も
、
チ
ー
ム
・
グ
リ
ー
ン

の
リ
ー
ダ
ー
も
、
植
物
に
対

す
る
知
識
や
セ
ン
ス
は
も
ち

豊
か
な
植
栽
に

囲
ま
れ
た
暮
ら
し

　
広
い
敷
地
の
中
に
「
み
ど

り
の
公
園
」
を
囲
む
よ
う
に

建
つ
４
棟
の
集
合
住
宅
。
正

面
に
は
堂
々
と
し
た
ケ
ヤ
キ

の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
が
見
え

ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
大
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
木
が
４
３
０

本
余
り
植
え
て
あ
り
、
新
緑

の
季
節
か
ら
花
の
時
期
、
紅

葉
、
落
葉
へ
と
移
り
変
わ
る

四
季
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
こ

で
私
は
、
管
理
組
合
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
植
木
職
人
の

ろ
ん
、
何
よ
り
も
情
熱
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
有
志
は
「
せ

め
て
情
熱
だ
け
で
も
…
」
と

作
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
敷

地
内
の
植
栽
の
姿
は
、
各
立

場
で
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々

の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
た
ま

も
の
で
す
。

　
み
ど
り
の
公
園
の
あ
ず
ま

や
で
一
息
入
れ
、周
り
の
木
々

を
見
渡
す
と
、
森
に
見
え
た

り
林
に
見
え
た
り
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
催
さ
れ
て

い
た
賑
や
か
な
行
事
が
早
く

戻
り
ま
す
よ
う
に
。

障がい者就労支援の為の
東北応援物産展

シェアハート鎌倉☎090－5751－3185
▪日2/4・25、3/11・25の㊎▪⃝１0：00～1６：00▪場
鎌倉生涯学習センター

近所の団らん「みんなの広場」
▪申同広場・川島☎090－1876－6000

子育て中の人や近所の人との交流の場。
小学生以下は保護者同伴▪日2/4㊎～3/17
㊍で４回▪⃝10：00～11：30▪場マ・シャンブル

（蔵並宅）▪定各先着５組▪￥1回200円
湘現会講演会「冬の星座」

同会・青野☎４５－４７５４
小学３年生以下は保護者同伴▪日 2/６㊐▪⃝
１３：３0～1５：３0▪場鎌倉生涯学習センター▪定
先着４０人▪￥５00円

お山の会どんぐり組と一緒に
親子で山歩き

お山の会どんぐり組☎090－1031－8563
▪日2/15～25の㊋㊎で4回▪⃝10：00～12：30
▪対1～3歳児と保護者▪申同サークル▢HP

市民情報伝言板
今号に掲載依頼があった催しは、

全て掲載しています

まちのコインを使って
まちの未来を描こう！

鎌倉青年会議所☎25－5538
講演会▪日2/19㊏▪⃝１4：00～1６：15▪場鎌倉商
工会議所会館▪対市内の人

舞踊・民謡・津軽三味線・華の会発表会
華の会・小倉☎４６－７６６４

▪日2/２０㊐▪⃝１１：00～1６：０0▪場鎌倉生涯学習
センター

新春書道展
日本総合書芸院☎２３－２１００

▪日2/２２㊋～２７㊐▪⃝１０：０0～1７：０0（初日は
１３：００から、最終日は１６：００まで）▪場鎌倉生
涯学習センター
音楽文化に触れるクラシックギター講習

▪申ギターあんさんぶる むつみ
☎４４－７５９８

▪日2/２２～３／２９の㊋全５回▪⃝１４：０0～1５：０0
▪場大船学習センターほか▪対当日クラシッ
クギターを持参できる人▪定先着１０人

音楽が流れる講演会
２０２１年アニバーサリー

▪申（販売中）村田良策記念アトリエM
☎0９０－２２０７－００３１

美術史を楽曲とともに紹介。小学生以下
は保護者同伴▪日2/２６㊏▪⃝１４：00～1５：４0▪場

鎌倉生涯学習センター▪￥2000円
鎌倉農泊協議会の催し

同会・北原☎０7０－1518－0624
詳細は同会▢HP を

【鎌倉ときめきスタンプラリー】専用サイ
トでスタンプを集め、モニターツアーに
参加▪日２／２８㊊まで

【鎌倉大好き。作文コンクール】作品
募集中▪日３／３１㊍まで▪対小・中学生

鎌倉同人会「春の映画会」
▪申（販売中）同会・吉田☎０９０－５７６５－４１２５

「キネマの神様」と「男はつらいよ５０」を上
映▪日３/９㊌▪⃝１１：３0～1６：３0▪場鎌倉芸術館
▪￥１８00円ほか

鎌倉リーグソフトボール大会
鎌倉市ソフトボール協会

☎090－9822－7653
▪日3/13㊐～11/27㊐（3/5に代表者会議あ
り）▪⃝9：00～17：00（3･11月は16:00まで）
▪場深沢多目的スポーツ広場ほか▪対16歳以
上▪￥チーム登録１万円、選手登録数×３000
円▪申同協会▢HP

注文を間違えるカフェinかまくら
てへぺろ花物語かまくら☎31－8787

認知症の人がホールスタッフを務める。
12歳以下は保護者同伴▪日 3/14㊊▪⃝ 13：

00～15：00▪場鎌倉プリンスホテル▪￥500円
（任意の寄付）▪申▢FAX 31－8788（2/7から）

鎌倉市親子テニス教室
鎌倉ローンテニス倶楽部☎31－6337

▪日3/21㊊㊗（予備日27日）▪⃝Aコース=9：
00～10：30、Bコース=11：30～13：00、C
コース=14：30～16：00▪場笛田公園庭球場
▪対市内の人▪￥1500円▪申▢E mail@kamakur
alawn.com（2/21から。申込用紙は鎌倉市
テニス協会▢HP から）
青空自主保育にこにこ会オープンデイ

同会☎080－4946－2966
▪日3/25㊎・29㊋▪⃝9：30～12：00▪場鎌倉

中央公園▪対未就園児と保護者▪定各先着5
組▪申同会▢HP

コントラバスデュオコンサート
▪申（販売中）湘南クラシックアーティスト

パラダイス☎０９０－８３８５－１０５３
小学生以下は保護者同伴▪日３/2７㊐▪⃝1５：
３0～1７：０0▪場カノンハウス鎌倉▪定先着８０
人▪￥２000円ほか（未就学児無料）

鎌倉市民春季軟式野球大会
鎌倉野球協会・石田☎45－4109

▪日4/3㊐～8/7㊐（2/26に主将会議あり）▪⃝
9：00～17：00▪場笛田公園野球場ほか▪￥2万
6000円▪申主将会議に費用持参

玉縄地域
大越 きよ子さん

オンライン開催

　現在の鎌倉市役所が建っている場所にはかつて何があったの
か、将来どうなる予定なのか知っていますか?!
　“市庁舎現在地”を中心としたまちの歴史を知り、将来の利活用
について考えるワークショップのメンバーを募集します。次代を
担う若い世代の皆さんの参加をお待ちしています。

■とき：2/27、3/13・27の㊐全３回

市街地整備課…内線26８７

新しい庁舎づくりもっと知ってほしい　

▶�「いつできるの？」「どこにできるの？」「いまの市役
所の場所はどうなるの？」など、新庁舎づくりの質問
に市ホームページでお答えしています

▶�「もっと詳しく知りたい」「直接話を聞きたい」という場合には、
職員が説明に伺います。詳細はご相談ください

“ひきこもり”を考える講演会
生活福祉課☎61-3958

　“ひきこもり”について、私たちにできることはどんなことかを
考えていく講演会です。先着４０人。
■と　き：3/17㊍　14：00～16：00
■ところ：鎌倉商工会議所会館
■講　師：明石紀久男さん（NPO法人「遊悠楽舎」代表）

一緒に考えましょう

▢申 �2/1以降に電話かEメール（▢E engo@city.kamakura.
kanagawa.jp）で同課へ

詳細・申し込みはこちらから▶

ワークショップ
参加者募集

市庁舎現在地利活用

中止となりました

延期となりました

延期となりました

延期となりました

延期となりました

中止となりました

延期となりました

延期となりました

延期となりました



令和 4 年 1 月 1 日現在

令和 4年（2022年）2月号　No.1 3 8 8 （12）広 報 か ま く ら

アプリ「マチイロ」で広報かまくらが読めます人　口：172,698 人

世帯数：76,470 世帯

令和2年に行われた国勢調査の結果、本市の人口は 172,710人、
世帯数は75,722世帯でした（令和2年10/1現在・確定値）。1/1
現在の数値は、10月以降の増減数を確定値に合算したものです。

追加（3回目）接種

鎌倉市役所　平日 8：30 ～ １７：00
0467-23-3000（代表）
0467-23-8700（担当課・件名を明記）

市役所への郵送物は、郵便番号（〒 248-8686）と
宛名（鎌倉市役所・〇〇課）で届きます
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新型コロナ
ウイルス

生活支援

対策特設サイト▶

�　掲載情報は 1/24 時点のものです。
最新情報は市ホームページ「新型コ
ロナウイルス」の各サイトや市公式
SNSで。

県新型コロナウイルス
感染症専用ダイヤル ☎0570-0

ゼロ

5
コ

6
ロ

7
ナ

7
な

4
し

☎045-285-0536(IP電話)

県専用ダイヤルへ▼
(医療機関の案内 )

　神奈川県全域に「まん延防止等重点措置」が適用
されています。「マスクの着用」や「手洗い」、「３密（密
接・密集・密閉）回避」などを徹底してください。

総合防災課…内線2627
かかりつけ医がいる かかりつけ医へ、

まず電話

かかりつけ医がいない、
かかりつけ医で受診できない

24時間・無休

まん延防止等重点措置
が適用されています！ 感染したかも？

発熱・咳・喉の痛み…もしかして

ワクチン接種

接種会場

予約・変更
問い合わせ 9:00〜17:00（土・日・祝も）

鎌倉市新型コロナウイルス
ワクチン接種コールセンター ☎0570-011228

●副反応や健康被害救済制度については、市ホームページを

帰宅後の体調異変 かかりつけ医か
県のコールセンターへ▼

24時間・無休

県新型コロナワクチン
副反応等相談コールセンター ☎045-285-0719

FAX 045-900-0356

２/6 から３回目の追加接種を開始します。１回目・２回目の接種も引き続き実施しています。日程・会場などは市ホームページを。
ワクチン接種は強制ではありません。接種はご自身の判断で。また、接種の有無で差別的な扱いをすることがないよう、お願いします。

2回目接種から8カ月経過した18歳以上の人対 象

２ 回目接種 接種開始 接種券の発送

　７月末までに終えた ３月 ２月上旬

 ８月末までに終えた ４月 ２月中旬〜下旬

 ９月末までに終えた ５月 順次発送※

　追加（3回目）接種は、時間の経過に伴う感染予防効果の低下を防
ぐために行います。65 歳以上の人には、あらかじめ接種日時・会場を
指定した接種券を送付します（2月上旬発送分まで）。なお、原則2回
目接種時と同じワクチンを扱う会場を指定しています。
　日時、会場、ワクチンの変更や接種を辞退する場合は、コールセンター
などで手続きをお願いします。

※…2月中旬以降の発送分は、2回目接種から6カ月間隔をめどに順次送付します
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正しく使おう
マスク！

こまめにしよう
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目指そう
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ワクチン 接種会場 開設曜日・時 間 備 考

市役所
（本庁舎）

㊏14：00～18：00

㊐9：00～13：00、14：00～18：00

福祉センター ㊍9：00～13：00、14：00～18：00

腰越
行政センター

㊏14：00～18：00

㊐9：00～13：00、14：00～18：00

三菱電機
大船体育館

㊌・㊏ 14：00～18：00

㊍・㊐ 9：00～13：00、14：00～18：00

湘南記念病院 ㊊～㊏（祝日を除く）13：30～16：00
※3月からは15：30まで

 鎌倉武道館
（柔道場）

㊌・㊏14：00～18：00

㊍・㊐9：00～13：00、14：00～18：00

鎌倉武道館
（多目的室）

㊌・㊍・㊏ 14：00～18：00

㊐9：00～13：00、14：00～18：00
三菱電機

大船体育館
（3月から）

㊌14：00～18：00

㊐9：00～13：00、14：00～18：00

一般 介護

一般 介護

一般

介護

一般 介護

駐車場▶山崎浄化センター
駐輪場▶鎌倉武道館

一般 介護

（2/6 から）

生活困窮者自立支援金
生活福祉課…内線2357

　緊急小口資金などの特例貸付に
おける、総合支援資金の再貸付な
どが終了した世帯。申請は3/31まで

駐車場▶有料

詳細は上記の「対策特設サイト」から
「生活の安定のために」をご覧ください
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一般 介護

※室内履きをお持ちください

追加（3回目）接種のワクチン
　ワクチンの種類をファイザー社製と武田/モデルナ社製か
ら選べます。2回目接種時と違う種類のワクチンでの接種も
可能です。
　武田 /モデルナ社製ワクチンの接種は１・２回目接種で用
いた量の半量であるため、2回目接種後と比較して発熱や疲
労などの接種後の症状が少ないと報告されています。

小児接種（5～ 11 歳）
　国の方針が決まり次第、市ホームページなどでお知らせします。

一般 介護

生活支援特別給付金
こども相談課☎61-3896

　収入が急変した低所得の子育て
世帯に、児童1人当たり5万円を
支給します。申請は2/28まで
＊�児童1人当たり10万円を支給する
「子育て世帯への臨時特別給付金」
の詳細は市ホームページを

　ファイザー社製ワクチンの会場が日時指定されている人でも、接種券
が届いたらコールセンターで武田/モデルナ社製の会場へ変更できます。

前倒し接種

　前倒し接種への変更は、コールセンターでのみ受け付けます（ウェブ
サイト、LINEではできません）。なお、前倒し接種は供給量の関係で、
武田／モデルナ社製ワクチンの予約が取りやすくなっています。
　また、3月以降の前倒し接種の対象者などは検討中です。

前倒し接種の対象者は、上記よりも早く接種できます
　医療従事者・高齢者施設の入所者などは２回目接種から６カ月、65歳
以上の人は7カ月経過していれば、接種券が届き次第、接種が可能です。

非課税世帯などへ臨時特別給付金
臨時特別給付金コールセンター☎61-3855

１世帯1０万円

コロナ禍の影響で昨年1月以降の収入が減少し、非課税
世帯相当の収入となった、申請時点で市に住民登録がある世帯が対象です。
収入が減少したことが分かる資料などを添付し、2/1〜9/30に申請してください。

いずれも書類審査を終えて３週間程度で振り込みます。

NEW

対象の世帯には、世帯主宛てに2/1から順次
「確認書」を送付します。確認書に記載の期限までに返送してください。

令和３年度非課税世帯

家計急変世帯

NEW


